
         ２０１９年 4 月 28 日 主日礼拝  
     
礼拝開始：午前 10 時 50分 

---------------------------------------------------  
司会・祈祷 ： 平松章治兄 

奏    楽  ： 米田香姉 

賛   美  ： 新聖歌 315番「主の御手に頼る日は」 

十    戒 

聖書箇所  ： ヨハネによる福音書１章３５～４２節 （新約 P.136） 

                         （聖書朗読：平松友子姉） 

賛    美  ： 愛のうた/ベー・チェチョル（PV） 

メッセージ  
 

： 「『その翌日』がある人生」 愛と光の物語 シーズン１・④ 

倉知契 牧師 

賛美と献金 
  

：  新聖歌 171「今日まで守られ」  赤塚孝子姉・下岡晶子姉 

頌   栄  ：  御手のなかで 

祝   祷 

報    告  

-------------------------------------------------- 

【瀬戸ニュース】 

◇ 礼拝後、フルーツパークでピクニックに行きます！お弁当のある方も 

   ない方もご一緒しましょう。お車なくても大丈夫、分乗します！ 

◇ 今週の祈祷会はGWスペシャル木曜１０時半から。みんなで昼食をして、 

午後から１時間の「賛美聖会」。主のご臨在あふれるとき。参加者は受付に名前を！ 

◇ ５月１２日(日)母の日は、スペシャル礼拝「お母さんありがとうの日」  

皆さんで聖歌隊（クワイア）で歌います。また星野富弘さん物語を朗読と 

映像でお届けします。来てくださる女性皆様にプレゼントも！どうぞご家族・ 

ご友人をお誘い合わせてお越しください。 

◇ 礼拝の特別賛美や、週報の表紙の写真・絵を募集中。牧師にご相談を！ 
（採用されるか分かりませんが、少しでも皆様の賜物が、主の栄光のため用いられることを願いつつ） 
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◇次聖日礼拝奉仕者 [平成31年5月5日] [説教：倉知契牧師] 

[リード：小島誠兄・奏楽：小島明美姉] 

[アシスト：樋口信子姉・野﨑ひらり姉] [受付：岡前富美代姉] 

[献金：平松友子姉・深谷泰子姉] ◇ジョイキッズ＆分級 (9：30) 

◇PA：平松章治兄、岡前順勝兄◇ホームページ・YouTube編集：大神真伸兄  

◇礼拝後＝フルーツパークでみんなでピクニック！（ヤンチャも合流） 

 

ここ愛知県出身、三英傑のひとり、徳川家康が江戸幕府を開いたのが 1603 年。そ

れ以来、江戸の町民の人口は爆発的に増えました。ひっそりとした村だった江戸が、幕

府が開かれて 100 年後には当時の世界で最大の人口を有するまでになったのです。そ

れだけの人がいたからこそ、様々な文化が花開いたのですが、一方で大きな問題も出

てきた、それが「人間関係」だったそうです。あまりに人が増えすぎて、各々自分のスタイ

ルで生活したら不便なことが出てきてしまった。そこで、人付き合いの中で守るべきルー

ルを定めることになり、それをまとめた本が「江戸しぐさ」でした。しぐさは「仕草」でなく

「思草」。単なるマナーや教養の本ではなく、江戸商人の哲学が詰まった書物でした。 
 

たとえば、「通りを歩くときのマナー」。どこへ行っても人だらけの江戸の町、人とすれ違

う時には「肩引き」といってお互いが少し肩を引いてぶつからないようにしたり、「傘かし

げ」といって濡れない程度に傘を傾けあったり…。さらに、人の足を踏んでしまった時、踏

んだ方が謝るのはもちろんのこと、踏まれた方も「こちらこそうっかりしてまして」と謝る「うか

つあやまり」。乗合船で、後から乗ってきた人のために先客がいっせいに腰を上げてスペ

ースを詰める「こぶし腰浮かせ」。面白いですね。 

共通するのは、いずれも「お互いに配慮する」こと。この「江戸しぐさ」が、明文化され

た、日本人の「気づかいのルーツ」であろうと、上田比呂志著『日本人にしかできない気

づかいの習慣』にありました。気づかいとは他者を慮ること、相手が欲しいと言う前

にその気持ちを汲み取り、さりげない行動で示すこと、と彼は書いています。 

 

大和カルバリーチャペルが大きく祝福された理由は、「祈りと聖霊様の働きによる」わ

けですが、その背後に、まだ教会が小さかった時代から、大川先生ご夫妻の並外れた

「配慮と気配り」がありました。その積みかさねがいまの 1000 人礼拝へとつながったわけ

です。私はまだまだ気づかいの足らない者であると自覚していますが、少しでもイェス様

の愛と優しさに倣って、皆様にお仕えしたいと願っています、どうぞお祈りください。 

やがて、瀬戸カルバリーチャペルに新しい人が来たら、いっせいに腰を上げてスペース

を詰める…「こぶし腰浮かせ」をするほどに、人が溢れる日が来ることを夢見ながら、新

時代～「令和」を迎えます。『互いに愛し合いなさい』と言われた主のお心を大切に、「ま

た来たくなる教会」を建て上げてまいります。 

「母の日」のスペシャル礼拝もご一緒に楽しみましょう！チラシをお用いください。 
 

担任牧師 倉知契 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

◇ 今後の予定 
・４月２８日（日） フルーツパークでピクニック（礼拝後） 

・５月  ２日（木） GWスペシャル祈祷会１０時半～ 

               GWスペシャル賛美聖会１時頃（昼食後）～約１時間 

・５月１２日（日） お母さんありがとうの日スペシャル礼拝 

 

◇ 定期集会  
・ 日曜礼拝   ：  午前10時50分～ 
・ ジョイキッズ   ：  午前 9時30分～ 
・ 木曜祈祷会 ：  午前10時30分～ 

 

◇ ご連絡 
・ 〒489-0909 瀬戸市みずの坂5-64   電話：0561-48-8899 

・ 担任牧師：倉知契 （主任牧師：大川従道） 

・ ホームページ  ： http://setocalvarychapel.in.coocan.jp/ 

  メールアドレス ： kei@yamatocalvarychapel.com 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主日礼拝 

２０１９ 年 ４ 月 ２8 日 
 

瀬戸カルバリーチャペル 

駐車場の使用についてのお願い 

みずの坂クリニック様の駐車場をご厚意で私達の教会は使用させて頂いております

が、基本的には第一駐車場は使用禁止です。特別な集会の時にのみ、お借りして

います。通常の日曜日は第二・第三駐車場をご利用下さい。 

しかし常に第一・第三駐車場の屋根の下は駐車禁止です。徹底をお願いします。 

 

365日の信仰宣言 

 

「私の家族は全員救われます」   

「日本にはリバイバルが始まっ

ています」 

「私も用いられます」 

「すべての問題は解決します」  

「することなすこと、みな成功

します」  

「私のまわりには奇跡が起こり

ます」 

「すべてのことを感謝します」  

「イエス様がご一緒ですから」  

「ハレルヤ主よ 感謝します」  

鹿が谷川の流れを慕いあえぐように、神よ。 

私のたましいはあなたを慕いあえぎます。 

わが魂はかわいているように神を慕い、 

いける神を慕う。いつ、わたしは行って 

神のみ顔を見ることができるだろうか。 

詩篇４２篇１-2節 

群馬県しゃくなげの滝/舟橋大治さん撮影 

http://setocalvarychapel.in.coocan.jp/

